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平成 年 月 日（金）

号外第 号

16 12 24

188

毎週火 金曜日発行･

公布 規則

◇ 鳥取県建築基準法施行細則 一部 改正 規則（ ）（建築課）………………………………

◇ 鳥取県病院局企業職員 給与 関 規程 一部 改正 規程（ ）（総務課）……………

◇鳥取県建築基準法施行細則 一部 改正 規則

西伯郡伯耆町 設置 伴 、基準積雪量 関 対象市町村 区域 改正 行 。（別表第

関係）

他所要 規定 整備 行 。

規則 、平成 年 月 日 施行 。 、 、公布 日 施行

。

鳥取県建築基準法施行細則 一部 改正 規則 公布 。

平成 年 月 日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県建築基準法施行細則 一部 改正 規則

鳥取県建築基準法施行細則（昭和 年鳥取県規則第 号） 一部 次 改正 。

次 表 改正前 欄中下線 引 部分（以下「改正部分」 。） 対応 同表 改正後 欄中下線

引 部分（以下「改正後部分」 。） 存在 場合 、当該改正部分 当該改正後部分 改 、

改正部分 対応 改正後部分 存在 場合 、当該改正部分 削 。
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改 正 後 改 正 前

別表第 （第 条関係）

建築物又 工作物 敷地 所在地 機 関

鳥取市、岩美郡、八頭郡、気高郡 鳥取地方県土整備局

略

別表第 （第 条 関係）

区域 基 準

積雪量

（ ー

）

標高

乗

数値

略

境港市並 西伯郡岸本町、同郡日吉津

村、同郡淀江町、同郡大山町、同郡名和

町及 同郡南部町並 日野郡江府町及

同郡溝口町

略

別表第 （第 条関係）

建築物又 工作物 敷地 所在地 機 関

鳥取市、岩美郡、八頭郡 鳥取地方県土整備局

略

別表第 （第 条 関係）

区域 基 準

積雪量

（ ー

）

標高

乗

数値

略

境港市並 西伯郡日吉津村、同郡淀江

町、同郡大山町、同郡名和町、同郡南部

町及 同郡伯耆町並 日野郡江府町

略

改 正 後 改 正 前

（給料表）

第 条 略

略

（給料表）

第 条 略

略
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附 則

規則 、平成 年 月 日 施行 。 、別表第 改正 、公布 日 施行 。

鳥取県病院局企業職員 給与 関 規程 一部 改正 規程 公布 。

平成 年 月 日

鳥取県営病院事業管理者 三 原 基 之

鳥取県病院局企業職員 給与 関 規程 一部 改正 規程

鳥取県病院局企業職員 給与 関 規程（平成 年鳥取県病院局管理規程第 号） 一部 次 改正

。

次 表 改正前 欄中下線 引 部分（以下「改正部分」 。） 当該改正部分 対応 同表 改

正後 欄中下線 引 部分 改 。
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地方公務員法第 条 第 項 規定 短時間勤

務 職 占 職員（以下「再任用短時間勤務職員」

。） 給料月額 、 者 適用 給料表

給料月額 職員 勤務時間、休暇等 関 条

例（平成 年鳥取県条例第 号。以下「勤務時間条例」

。）第 条第 項 規定 適用 受 再任用

短時間勤務職員 例 定 者 勤務時

間 同条第 項 規定 勤務時間 除 得 数

（以下「勤務割合」 。） 乗 得 額 。

（給料 調整額）

第 条 略

職員 給料 調整額 、当該職員 適用 給料

表及 職務 級 応 別表第 掲 調整基本額

者 係 別表第 調整数欄 掲 調整数

乗 得 額（再任用短時間勤務職員 、

額 勤務割合 乗 得 額 、 額 円未

満 端数 、 端数 切 捨 額

。） 。 、 額 給料月額 分

超 、給料月額 分 相当 額

（再任用短時間勤務職員 、 額 円未満

端数 、 端数 切 捨 額）

。

（病院局特定任期付職員 号給 決定 基準）

第 条 病院局特定任期付職員 号給 決定 基準

、任期付職員条例第 条第 項 規定

特定任期付職員（以下「特定任期付職員」 。）

例 。

（管理職手当）

第 条 略

前項 規定 職 占 職員 支給 管理職手

当 額 、当該職 占 職員 給料月額 、別表第

右欄 掲 区分 応 、次 各号 掲 支給

割合 乗 得 額（再任用短時間勤務職員 、

額 円未満 端数 、 端数 切

捨 額） 。

（ ）～（ ） 略

（医療業務手当）

第 条 略

略

前項 規定 、第 項 業務 再任用短

時間勤務職員 従事 場合 当該業務 係

医療業務手当 額 、別表第 定 額 勤務割合

乗 得 額 。

前 項 規定 、再任用短時間勤務職員

月 日 末日 間 医療業務手当

地方公務員法第 条 第 項 規定 短時間勤

務 職 占 職員（以下「短時間勤務職員」 。）

給料月額 、 者 適用 給料表 給料

月額 職員 勤務時間、休暇等 関 条例（平成

年鳥取県条例第 号。以下「勤務時間条例」 。）

第 条第 項 規定 適用 受 短時間勤務職員

例 定 者 勤務時間 同条第 項

規定 勤務時間 除 得 数（以下「勤務割合」

。） 乗 得 額 。

（給料 調整額）

第 条 略

職員 給料 調整額 、当該職員 適用 給料

表及 職務 級 応 別表第 掲 調整基本額

者 係 別表第 調整数欄 掲 調整数

乗 得 額（短時間勤務職員 、 額

勤務割合 乗 得 額 、 額 円未満 端

数 、 端数 切 捨 額 。）

。 、 額 給料月額 分 超

、給料月額 分 相当 額（短

時間勤務職員 、 額 円未満 端数

、 端数 切 捨 額） 。

（病院局特定任期付職員 号給 決定 基準）

第 条 病院局特定任期付職員 号給 決定 基準

、任期付職員条例第 条第 項 規定

特定任期付職員（以下「特定任期付職員」 。）

例 。

（管理職手当）

第 条 略

前項 規定 職 占 職員 支給 管理職手

当 額 、当該職 占 職員 給料月額 、別表第

右欄 掲 区分 応 、次 各号 掲 支給

割合 乗 得 額（短時間勤務職員 、

額 円未満 端数 、 端数 切 捨

額） 。

（ ）～（ ） 略

（医療業務手当）

第 条 略

略

前項 規定 、第 項 業務 短時間勤

務職員 従事 場合 当該業務 係 医療業

務手当 額 、別表第 定 額 勤務割合 乗

得 額 。

前 項 規定 、短時間勤務職員 月

日 末日 間 医療業務手当 支給
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支給 業務 従事 日数 月 現日数

勤務時間条例第 条第 項 規定 週休日 日数

（ 月 中途 新 採用 職員 他

管理者 定 職員 、管理者 定 日

数） 差 引 日数（以下 項 「要勤務

日数」 。） 常時勤務 要 職員 要勤

務日数 考慮 管理者 定 数（以下 項

「特定数」 。） 除 得 数 乗 得

日数（ 日数 日未満 端数 、

四捨五入 得 日数。以下 項 同 。）

未満 場合 当該医療業務手当 額 、当該業務

従事 日数 要勤務日数 特定数 除 得

数 乗 得 日数以上要勤務日数 特定数

除 得 数 乗 得 日数未満 場合

分 、 日以上要勤務日数 特定数

除 得 数 乗 得 日数未満 場合

分 、 前項 規定 額 乗

得 額 。

（管理職員特別勤務手当）

第 条 略

略

病院局特定任期付職員 管理職員特別勤務手当 額

、次 掲 当該職員 受 別表第 特定

任期付職員給料表 号給又 給料月額 応 、

定 額 。

（ ） 号給及 号給並 第 条 規定

例 任期付職員条例第 条第

項 規定 給料月額 万 円

（ ）～（ ） 略

略

（勤務 時間当 給与額 算出）

第 条 条例第 条 第 条 手当 支給 場

合 勤務 時間当 給与額 、職員 勤務 特殊

勤務手当 夜間看護手当 除 支給 対象

勤務 、給料 月額、 対

調整手当 月額及 初任給調整手当 月額 合計

額 乗 、 額 週間当 勤務時間

乗 時間 乗 （再任用短

時間勤務職員 、勤務時間条例第 条第 項

規定 適用 受 再任用短時間勤務職員 例

定 者 勤務時間 者 週間当

勤務日（勤務時間条例第 条 規定 勤務日

。以下同 。） 日数 除 得 時間 、

者 週間当 勤務日 日数 除 得

数 乗 得 数 乗 得 時間数） 減

除 得 額（以下 項 「月額給与

時間額」 。） 、職員 勤務 特殊勤務手当

業務 従事 日数 月 現日数 勤務時

間条例第 条第 項 規定 週休日 日数（ 月

中途 新 採用 職員 他 管理者

定 職員 、管理者 定 日数） 差

引 日数（以下 項 「要勤務日数」

。） 常時勤務 要 職員 要勤務日数

考慮 管理者 定 数（以下 項 「特

定数」 。） 除 得 数 乗 得 日数

（ 日数 日未満 端数 、 四

捨五入 得 日数。以下 項 同 。）未

満 場合 当該医療業務手当 額 、当該業務

従事 日数 要勤務日数 特定数 除 得

数 乗 得 日数以上要勤務日数 特定数 除

得 数 乗 得 日数未満 場合

分 、 日以上要勤務日数 特定数

除 得 数 乗 得 日数未満 場合

分 、 前項 規定 額 乗

得 額 。

（管理職員特別勤務手当）

第 条 略

略

病院局特定任期付職員 管理職員特別勤務手当 額

、次 掲 当該職員 受 別表第 特定

任期付職員給料表 号給又 給料月額 応 、

定 額 。

（ ） 号給及 号給並 第 条 規定

例 任期付職員条例第 条第

項 規定 給料月額 万 円

（ ）～（ ） 略

略

（勤務 時間当 給与額 算出）

第 条 条例第 条 第 条 手当 支給 場

合 勤務 時間当 給与額 、職員 勤務 特殊

勤務手当 夜間看護手当 除 支給 対象

勤務 、給料 月額、 対

調整手当 月額及 初任給調整手当 月額 合計

額 乗 、 額 週間当 勤務時間

乗 時間 乗 （短時間勤

務職員 、勤務時間条例第 条第 項 規定

適用 受 短時間勤務職員 例 定

者 勤務時間 者 週間当 勤務日

（勤務時間条例第 条 規定 勤務日 。以下

同 。） 日数 除 得 時間 、 者

週間当 勤務日 日数 除 得 数 乗

得 数 乗 得 時間数） 減 除

得 額（以下 項 「月額給与 時間額」

。） 、職員 勤務 特殊勤務手当 夜間

される に した がその の から

に する の

その の において たに された その
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夜間看護手当 除 支給 対象 勤

務 、月額給与 時間額 次 掲 額

加算 額 。

（ ） 略

（ ） 月 定 特殊勤務手当 、

金額 乗 、 額 週間当 勤務

時間 乗 時間（再任用短時間勤

務職員 、勤務時間条例 適用 受 再

任用短時間勤務職員 例 定 者

勤務時間 者 週間当 勤務日 日数

除 得 時間） （再任用短時間勤務職員

、 者 週間当 勤務日 日数

除 得 数 乗 得 数） 乗

減 除 得 金額

（ ） 回 定 特殊勤務手当 、

金額 一 計算期間 合計額 乗 、

額 週間当 勤務時間 乗

時間（再任用短時間勤務職員 、勤務時
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当 勤務日 日数 除 得 時間） （再

任用短時間勤務職員 、 者 週

間当 勤務日 日数 除 得 数 乗

得 数） 乗 減 除 得

金額
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附 則

規程 、任期付職員 採用等 関 条例 一部 改正 条例（平成 年鳥取県条例第 号） 施行

日 施行 。

この は の に する の を する の の

から する
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